
事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

　「特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律（以下「共用法」という。）」に基づき、登録施設利用促進機関に
対し、利用促進業務（利用者選定業務及び利用支援業務）に係る経費を交付し、SPring-8の共用を促進するとともに、
研究成果の質的向上及び量的拡大に努める。

執行率 100.0% 100.0% 100.0%

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　国内外の研究者に対し、SPring-8の開かれた共用を促進するため、施設の設置主体とは別の第三者機関である共
用法に基づく登録施設利用促進機関が、施設利用研究を行う者の選定（利用者選定業務）を実施するとともに、利用者
に対する情報提供・相談・その他SPring-8を利用する上で必要な援助（利用支援業務）を行う。

事業番号 0249

　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成１７年度特定放射光施設利用研究拡大・充実支援交付金

23年度要求

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

１．事業評価の観点：この事業は、共用法で定める特定先端大型研究施設であるSPring-8の共用の促進を図るための利用者選
定業務及び利用者支援業務を行うものであり、同法に基づく登録機関（現在、（財）高輝度光化学研究センター）向けの支出であ
る。

２．所見：この事業は、昨年１１月の事業仕分け等も踏まえて実施しているところであるが、本年４月の独立行政法人の事業仕分
け及び本年６月の公開プロセスにおいて、理化学研究所のSPring-8運営業務等に対して、（財）高輝度光科学研究センターを含め
た業務実施体制を見直すよう指摘がなされていることから、多数の研究者にとって利用しやすい体制を効率的に構築できるよう、
見直しを行うべきである。その際、利用者のための情報支援経費の合理化等により、事業の効率化を一層進めるべきである。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

○本事業は、世界最先端の放射光施設であるSPring-8を利用した幅広い研究者の研究成果を最大化するために、利
用者選定・利用支援を実施するためのものであり、Spring-8の運用体制の見直しを踏まえつつ、効率的・効果的な利用
促進業務の在り方についても検討を行い、必要な措置を講ずべき。

19年度 20年度 21年度 22年度

○毎年度現地における額の確定作業において実績報告書等の確認を行うとともに、必要に応じて状況調査を行うこと
により、支出内容・使途を具体的に把握。
○共用法に基づく各事業年度の実施計画の認可等を通じ、事業の実施状況について適宜把握・指導等を実施。

総事業費(執行ベース) 1,336 1,240 1,132

研究振興局

一般会計

第３期科学技術基本計画（平成18年3月閣議決定）

量子放射線研究推
進室長　髙谷浩樹

担当課室
基礎基盤研究課

量子放射線研究推進室

上位政策

1,240 1,132

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

関係する計
画、通知等

特定先端大型研究施設の共用の促進に関する
法律

執行額 1,336

（平成21年度実績）
　応募課題数：2,055課題（共用ビームライン[BL]）
　実施課題数：1,904課題（共用BL及び専用BL）
　のべ利用者数:12,938人（共用BL及び専用BL）
　SPring-8における2009年発表の査読付原著論文数：536報（2009年3月末時点）

実施状況

予算額(補正後） 1,132

担当部局庁

科学技術振興のための基盤の強化

1,037

予算の状況
（単位:百万円）

1,0311,336 1,240



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

文部科学省
1,132百万円

Ａ．特定放射光施設利用研究拡大・充実支援
：1,132百万円

登録施設利用促進機関
（財）高輝度光科学研究センター（JASRI）

事業概要：
　施設利用研究を行う者の選定
（利用者選定業務）を実施すると
ともに、利用者に対する情報提
供・相談・その他SPring-8を利用
する上で必要な援助（利用支援
業務）を行う。

【B】
株式会社キー･プランニング
7百万円

利用者支援システムの保守

【請負・随意契約】

【交付】



物品購入費
実験手法の開発備品及びソフト
ウェア整備等

17

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目

A．(財)高輝度光科学研究センター

使　途
金 額

(百万円）

外部委託 システム保守等

人件費
利用者選定業務及び利用支援業
務に係る研究者、技術者、事務職
員等の人件費及び福利厚生費

消耗品費
実験手法の開発及び利用実験支
援に係る研究消耗品等

9

939

57

その他
印刷製本費、旅費交通費、会議費
等

110

計 0計1,132

役務費 利用者支援システムの保守 7

B．株式会社キー・プランニング

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

07 計

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

計

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

金 額
(百万円）

費　目

0計 0 計

使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

計 0計 0


	0249利用交付金

